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◆大規模停電に備えて
　平成30年9月6日、北海道胆振地方を震源とする胆
振東部地震（最大震度7）が発生しました。この地震
により、北海道全域で約295万戸が停電する「ブラッ
クアウト」が発生し三笠市においても日常生活に大
きな影響がありました。
　日ごろから停電になった場合や、いざという時に
慌てずに行動できるよう準備をしましょう。また、
災害時を狙う悪質な犯罪に合わないよう、施錠など
の防犯対策も徹底しましょう。

◆火災の危険性
　停電時に使用した「ろうそく」が倒れて火災につな
がる事故の危険性があるため「ろうそく」の使用は控
えましょう。また、停電復旧時に通電され、地震など
で断線した配線や転倒した電気ストーブなどが原因
となって発火する「通電火災」の危険性があります。

◆暖房機器の停止
　停電時には多くの暖房機器が使用できません。特
に高齢者や乳幼児のいる家庭では、低体温症の危険
性が高まり、命に関わる恐れがありますので、十分
な備えと注意が必要です。

◆今すぐできる家庭での備え
　停電は突然発生し、いつ復旧するかはわかりませ
ん。日ごろからご家庭で「照明の代わりになるライ
トはあるのか」「携帯電話を充電できるのか」「お湯
を沸かせるのか」「暖をとれるのか」など、停電時の
行動をイメージしておくことで、慌てずに対応する
ことができます。この機会にぜひ備えを見直してみ
ませんか。

◆電源・照明の準備
▶懐中電灯や、頭に装着できるヘッドライト
▶充電式・電池式のLEDランタン（別に乾電池を用意）
▶ポータブル電源や携帯電話のモバイルバッテリー、
車のシガーソケットから電源を取るケーブルなど

◆非常食・生活物資の備蓄
▶食料や飲料水、ティッシュなどの生活必需品
▶カセットコンロ＋カセットガス缶
▶ポータブル式石油ストーブ・カセットガスストーブ

◆大規模停電が発生した際の情報の取得
▶ラジオや携帯電話などで停電情報を確認しましょう。
▶停電情報の配信を携帯電話などで確認しましょう。

◆停電が発生した際、トイレの使用ができ
るか確認しましょう
　停電時、電気式の自動スイッチで水を流すトイレ
は使用できません。ただし「手動レバー」などの機能
が備わっているトイレは使用できますので、事前に
ご自宅のトイレを確認してみましょう。
動画で停電時のトイレの水の流し方を
紹介しています。右の2次元コードを読
み取り、ぜひご覧ください。

◆大規模停電に備えての冊子を作成しました
　大規模停電に備えて、さらに詳しくまとめた冊子を
作成し各地区市民センターや市役所などに備えまし
た。配付を希望される方は、生活安全センターまで連
絡ください。

【問合先】生活安全センター交通防災係℡②7777
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　市がエア・ウォーター北海道(株) 、室蘭工業大学と共同提案した「三笠地域内における未利用石炭・バイオ
マス資源を活用した水素等サプライチェーンモデル構築に関する調査」が、NEDO（国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構）の補助事業である「水素社会モデル構築高度化技術開発・実証事業」に採択
されました。事業期間は最大2年間です。
　本事業では、市内に存在する豊富な未利用石炭と木質バイオマスを活用し、石炭地下ガス化（UCG）と地上
ガス化を組み合わせたハイブリッド石炭地下ガス化（H-UCG）による水素製造を核として、水素サプライチ
ェーンモデルの可能性を調査し、事業化を前提とした第2フェーズの実証モデルを検討します。

【問合先】産業開発課産業振興係℡③7081

　令和7年度実証以降、北海
道知事、道議会議員、経済産
業省石炭政策室畑下 潔室長
など、資源エネルギー政策
分野の担当者を中心に、多
くの方が当市へ視察に訪れ
ています。

NEDO新事業に採択！
三笠市の未利用資源を活かした

　新たな産業の創出へ

　市では平成20年から室蘭工
業大学と連携し、石炭地下ガス
化の研究を行ってきました。令
和5〜7年度にはNEDO実証事業
により、露頭炭・木質バイオマ
スのガス化実証、99.99％以上
の高純度水素製造、CO₂の分離
回収に成功し、低炭素水素の製
造が技術的に成立することが
確認されています。
　これらの成果を踏まえ、今回
の新規事業では地域モデルと
して成立させるための本格的
な調査段階へ進みます。

事業イメージ

注目される
三笠市

H-UCG事業

　市は国や道とも連携しながら、市民の皆さんの
安全・安心につながるエネルギーの確保と、新たな
産業・雇用の創出を目指し、事業を着実に進めてい
きます。


